
京都大学では、増え続けるＣＯ2に対応するため、環境賦課金制度を導入しました。
この制度は、1）賦課金による省エネルギーへのインセンティブの創出、2）省エネルギーを図るための改善策に再
投資する財源の創出を目的としています。
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　温室効果ガスの排出削減を促す政策手段
として、排出量取引制度や環境税の導入が
有効です。とりわけ、排出量取引制度は大きな
注目を浴びています。その仕組みは、政府が日
本の排出削減目標を決定し、排出総量を決
め、排出枠を各企業に配分します。各企業は、
排出量と排出枠を一致させることが求められ
ます。排出量が排出枠を超える場合は排出を
削減するか排出枠を購入し、逆に余った企業
はそれを売却して収入を得ることもできます。こ
の制度は、削減を熱心に進める企業が報われ
る仕組みです。
　1973年以降、経済成長とCO2排出量との
「切り離し」が行われています。今後は、成長し
てもエネルギー消費やCO2排出量が減少す
る段階に入らねばなりません。排出量取引は、
そのための中核的手段として位置付けられる
でしょう。

脱炭素社会へ向けた政策手段の研究　　　　　　経済学研究科  准教授  諸富　徹

経済成長とCO2排出の「切り離し」
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❶各部局は、エネルギー消費量に一定
の単価を乗じた環境賦課金（A・B…）を
拠出します。およそ同額（H）を全学的資
金からも拠出します。

❷環境賦課金は、各部局が主体的に作
成した省エネ対策などをもとに、環境・エ
ネルギー管理推進室が主体となって投
資先を選定します。（a、ｂは配分割合）

❸環境賦課金の投資が十分に効果を
発揮したかについて検証・公表を行い
ます。

環境賦課金の仕組み

環境賦課金制度が導入されました

二酸化炭素
（CO2）排出量

CO2排出量（総量）は前年度に比べ増加しました。また、単位面積あたりの排出量も微増し、削減に
は至りませんでした（2007年度：131kg-CO2/㎡、2006年度：130kg-CO2/㎡）。これは、建物の新
築や改修工事が終了し運用が開始されたこと、前年の気温に比べて夏季は高く冬季は低かったこと
などが影響していると考えられます。

京都大学では、「CO2排出量を単位面積あたり毎年２％削減」を第一段階の目標としています。CO2排出量削減のためには構成員
の皆さんの環境配慮行動が必要です。まずは本報告書の「いちにちいちエコ」を参考に、環境配慮行動に取り組んでください。

年次報告

2007年度  京都大学の環境負荷

水使用量 コピー用紙購入量

生活系廃棄物排出量 実験系/特別管理廃棄物排出量

実験機器や建築設備の節水対策が進み、水使用量は減少傾
向にあります。今後も適切な水資源管理を継続します。

コピー用紙の購入量（総量）は、前年度に比べ増加し9,945万
枚（前年度は9,816万枚）でした。一人あたりの購入量は3,076
枚（前年度は3,053枚）でした。今後は両面使用の促進やペー
パーレス化により、使用量の削減を図る必要があります。

生活系廃棄物の排出量（総量）は前年度に比べ減少しました。
総排出量は5,323トン（前年度は5,373トン）で、単位面積あたり
の排出量も5.12kg/㎡（前年度は5.17kg/㎡）に減少しました。さ
らに排出量の削減を図るとともに、再資源化率の向上にも取り
組んでいきます。

実験系廃棄物の排出量（総量）は前年度に比べ増加しました。
特に調整池の清掃回数を増やしたことによる廃汚泥（普通産業
廃棄物）の増加が大きくなっています。

● 対象期間：2003年4月～2008年3月　● キャンパス：吉田（病院を含む）、宇治、桂、熊取、犬山、平野の6キャンパス
● 床面積：1,040,314㎡　● 構成員数：32,329人（2007年5月現在）　　　
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見開きに特集記事を
掲載しました。

環境負荷情報の
グラフを増やしました。
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詳しくは詳細版6ページへ　HP▶http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/profile/environment/report/index.htm/

詳しくは詳細版20ページへ　HP▶http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/profile/environment/report/index.htm/
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京都大学環境報告書2008（詳細版）に関連した事項を、京都大学HP掲載情報を中心にまとめました。
※この他にも多数の環境教育・研究や情報発信・コミュニケーションが展開されています。

京都大学環境報告書2008（詳細版）に関連した事項を、京都大学HP掲載情報を中心にまとめました。
※この他にも多数の環境教育・研究や情報発信・コミュニケーションが展開されています。

○…学内での取り組み
◆…講演やイベントなど
　　（学外にも公開）

○…学内での取り組み
◆…講演やイベントなど
　　（学外にも公開）

○環境報告書2007
　第1回ステークホルダー
　委員会の開催（23日）

○環境報告書2007
　第2回ステークホルダー
　委員会の開催（29日）

○環境安全衛生事務手続
　説明会の開催（11日）

○廃棄物管理講習会
　の開催（7日）

○レジ袋廃止記者発表（17日）

○京都大学環境計画の策定及び
　環境賦課金制度の創設（21日） ○パソコン省エネ

　設定運動

○アスベスト調査の実施

○環境負荷実態調査の実施
前年度のエネルギーや水の使用
量、廃棄物量などのデータを収集
しました。活動の基礎となる重要
な調査です。

詳しくは「年次報告」へ

詳しくは詳細版へ

詳しくは詳細版へ

詳しくは「ステークホルダー委員会」へ

詳しくは詳細版へ

詳しくは詳細版へ

詳しくは「年次報告」へ

詳しくは「年次報告」へ 詳しくは「年次報告」へ

◆総合博物館創立10周年記念講演会（7日）
「危機に瀕した地球環境－森林衰退、破壊が
もたらす帰結は何か？－」

◆熱帯雨林音環境再現装置ワークショップ（8日）
常設展示“ランビルの森”のジオラマに、熱帯雨林
の音環境を高い忠実度で再現するシステムが導
入されました。サイチョウやテナガザル、テイオウ
ゼミなどの鳴き声のほか、迫力ある雷鳴やスコー
ルなど臨場感ある音が再現されています。

◆総合博物館秋季企画展
　（8月1日～12月2日）
「生態学が語る不思議な世界
生物の多様性って何だろう？」

◆総合博物館「夏休み
　体験EXPO」（1～5日）
総合博物館では年間を通
じて自然環境や生物などに
ついて展示・イベントが行わ
れています。
詳しくは「研究紹介」へ

詳しくは「研究紹介」へ

◆オープンキャンパス（9･10日）
「京都大学で環境問題に
挑む！」と題して、講
演会が行われ
ました。

◆竹林保全ボランティア
イベントの開催（28日）
竹林の適正な管理に向け
て間伐を実施しました。

○環境配慮行動マニュアル～研究室・脱温暖化編～を配布
日めくり式のマニュアルを各研究室へ配布しました。
同時に、省エネに関するアンケートを行いました。

◆ジェーン・グドール講演会
「地球社会の調和ある共存に向けて－
野生動物研究センターへの展望－」（11日）
野生動物の教育研究を行うことと地球社会の
調和ある共存に貢献することを目的に、2008
年4月、野生動物研究センターが発足しまし
た。野生チンパンジーの糞を利用して、「緑の
回廊」を作る活動をしています。

◆「京都大学環境
報告書2007」の
パネル展示（12月
6日～1月31日）

　増え続けるCO2排出量やエネ
ルギー消費に関する社会的責任を
背景に、京都大学は環境について
重点的に取り組む事項として、「5
つの柱」を定めました。

■5つの柱
1. 様々な環境負荷に関する情報を継
　続的に把握・検証
2. エネルギー使用量と温室効果ガス
　排出量の削減
3.廃棄物による環境負荷の低減
4.化学物質の安全・適正管理の推進
5. 全構成員に対する環境安全教育の
　推進

詳しくは詳細版へ

京都大学の「環境計画」

○DASH（持続可能生存圏開拓診断）
　システムの設置の記者発表（14日）
このシステムは、様々な植物の成長制御、植
物共生微生物と植物の相互作用、ストレス耐
性など植物の生理機能の解析を行うととも
に、植物の分子育種を通じ、有用生物資源の開
発を行うものです。

○環境報告書2008
ステークホルダー
委員会の開催（23日）

表紙の写真は「京都大学環境報告書2006」表紙公募により選ばれた作品です。

詳しくは「研究紹介」へ

○「京都大学環境
　報告書2007」
　の公表（26日）

 

 

 

あなたの環境行動をCHECK！ ■

・環境賦課金制度が導入されました･･･････････特集
・2007年度京都大学の環境負荷･･･････年次報告
・環境保全のための取り組み････････････年次報告
　　その１． パソコン省エネ設定運動
　　　　　　　パソコンの省エネ設定はしていますか？ 

　　その２． レジ袋削減運動
　　　　　　　レジ袋を断っていますか？

・環境に配慮した研究・教育の状況････････研究紹介
・ステークホルダー委員会
・京都大学の環境活動ダイジェスト（2007年度）

■

■

昨年度のアンケート
結果より、改善点を吹き
出しにて掲載。

京都大学環境報告書
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